
 

５年生   実践事例   

「パネル討論会をしよう」 

 

指導目標 ◎テーマについて自分の考えを明確にして、興味を持ってパネル討論に参加しようと

している。 

◎立場を明確にして、理由や具体例を添えて意見を述べている。 

◎異なる意見や対立する意見に対して、その根拠となる考えを理解しようとして聞

き、自分の意見との関係を考えている。 

◎パネル討論の形式を利用し、お互いの考えの違いを尊重しながら、話題への考えを

深める話し合いをしている。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

パネルディスカッションのテーマを誰もが利用できる公共交通とすることで、自分の

考えを深め、環境面、社会貢献面からみた公共交通のメリット・デメリットを理解す

ることができる。 

対象学年 ５年生   

対応教科 国語 

標準校時 ５コマ   

学習構成  

１．パネル討論会とは 

２．パネルディスカッションのテーマを知る 

・パネルディスカッションの進め方を知る。 

・テーマとなる公共交通の現状を知り、利用者が減少しているのに市がバ

スを運営し続けている理由を考える。 

・公共交通について自分の意見をまとめる。 

・似ている考えの人が同じグループになり、パネルディスカッション

用の原稿を作る。 

３．パネルディスカッションをしよう 

・公共交通必要派と不必要派に分かれ、必要なデータを用いて討論会を行

う。 

・パネル討論を聞いて、考えたことを発表する。 



 

５年生［国語_パネル討論会をしよう］ 
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●本時で活用する資料 

公共交通とは 

  
 

  
 

市バスに関するデータ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：仙台市交通と環境に関する教材を使ってみましょう 学習の進め方と教材活用事例 




